

















































選択必修科目として開講された．当該授業においては，3 年生 2 クラス合計 65 名中 53 名が受講し，

































　　調査対象：　「保育内容Ⅴ音楽リズム 1」履修者 66 名（回答者 62 名）
　　調査時期：　2011 年 7 月 21 日，27 日
［3 年次の調査］
　　調査対象：　「総合表現音楽Ⅰ」履修者 53 名（回答者 52 名）
　　調査時期：　2012 年 7 月 26 日
2.2　調査方法






























期の段階で「課題曲グループ 3」以降に進むことを許可している．また成績については， 80.0 〜 100





　ブルクミュラー『25 の練習曲』〜「ソナチネ」程度の任意の 1 曲
②弾き歌い
















2)「課題曲グループ 2」以降より，任意の 1 曲









　続いて，ピアノ経験の有無が，2 年次と 3 年次の成績にどのように反映しているかを分析した．2
年次「保育内容Ⅴ音楽リズム 1」と 3 年次「総合表現音楽Ⅰ」の学生の成績について，二つの母回帰
直線の差の検定（有意水準 5％）を行った結果，経験者と初心者の回帰直線の傾きは同一であったが，
y 切片は有意に異なっており，その差は 5.4 点であった（図 1）．すなわち，ピアノ経験者と初心者の
平均的な点差はわずかに 5 点であ
り，2 年次と 3 年次の成績には相関
がみられた．つまり，経験者・初心
者に関わらず，2 年次の成績が上位








表 1　ピアノ経験の有無と 3 年次の成績の関係
n=52　人数（％）
成績上位 成績下位 計
経験あり 19（36.5） 11（21.2） 30（ 57.7）
経験なし 7（13.5） 15（28.8） 22（ 42.3）





































　ここでは，調査対象となった 2 年次「保育内容Ⅴ音楽リズム 1」と 3 年次「総合表現音楽Ⅰ」の，
学生のピアノ学習の実態の細項目について点数化し，データを分析する．点数化は，質問の回答項目
数に対応させた．具体的には，ピアノ練習量と練習量の満足度が 5 〜 1 点，練習頻度と一日の練習
− 102 −
時間が 6 〜 1 点である．なお，表中の空欄は無効回答であったため，集計では除外している．有効
回答のあった学生を経験者と初心者に分け，それぞれ 2 年次と 3 年次のデータを比較し（表 3 〜 6），















被験者 1 3 4 5 6 11 12 13 14 15 16 18 19 22 24 26 27 28 30 31 32 34 35 38 40 41 45 47 48
3 年次 4 5 5 3 4 5 5 4 4 4 3 4 5 3 4 3 4 4 3 4 4 4 4 3 4 4 5 3
2 年次 4 3 4 2 3 2 4 2 2 2 4 4 3 3 3 1 3 4 2 2 1 3 4 2 3 4 3 2
差 0 2 1 1 1 3 1 2 2 2 0 2 0 1 2 1 0 1 2 3 1 0 1 1 0 2 1
差の平均　1.1
初心者　n=22
被験者 2 7 8 9 10 17 20 21 23 25 29 33 36 37 39 42 43 44 46 49 50 51
3 年次 4 4 3 4 4 4 4 4 1 4 3 4 4 4 4 2 3 4 4 4 4
2 年次 3 3 1 4 3 3 2 4 1 1 5 3 3 3 2 5 3 4 3 3 2




被験者 1 3 4 5 6 11 12 13 14 15 16 18 19 22 24 26 27 28 30 31 32 34 35 38 40 41 45 47 48
3 年次 5 5 6 4 4 5 5 5 4 4 4 4 4 3 5 4 5 5 5 4 4 4 3 3 5 6 4
2 年次 4 3 4 3 3 4 3 3 1 5 3 3 3 2 4 3 4 3 3 2 3 3 1 2 4 4 3
差 1 2 2 1 1 1 2 2 3 -1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 2 1 1 2 1
差の平均　1.3
初心者　n=22
被験者 2 7 8 9 10 17 20 21 23 25 29 33 36 37 39 42 43 44 46 49 50 51
3 年次 4 3 4 4 5 3 4 6 4 3 4 5 4 2 4 5 4 5 4
2 年次 3 2 4 2 4 2 3 1 4 2 4 4 3 3 2 4 3 4 2





被験者 1 3 4 5 6 11 12 13 14 15 16 18 19 22 24 26 27 28 30 31 32 34 35 38 40 41 45 47 48
3 年次 3 4 3 4 2 5 6 4 5 6 4 6 3 5 5 4 4 2 3 3 5 3 5 5 2 2 5 4
2 年次 4 3 5 3 2 4 2 3 3 6 4 3 5 5 6 3 5 4 2 4 2 4 4 2 2 4 5 3
差 -1 1 -2 1 0 1 4 1 2 0 0 3 -2 0 -1 1 -1 -2 1 -1 3 -1 1 3 0 -2 0 1
差の平均　0.4
初心者　n=22
被験者 2 7 8 9 10 17 20 21 23 25 29 33 36 37 39 42 43 44 46 49 50 51
3 年次 4 4 5 4 5 6 1 6 6 4 6 5 6 5 6 4 3 3 6 5
2 年次 3 3 6 3 3 5 1 3 6 3 2 5 4 6 5 3 4 4 4 1




被験者 1 3 4 5 6 11 12 13 14 15 16 18 19 22 24 26 27 28 30 31 32 34 35 38 40 41 45 47 48
3 年次 2 2 4 1 2 3 2 3 2 3 1 4 4 1 1 5 2 2 3 2 4 3 3 3 1 2 1 3 3
2 年次 2 2 5 1 2 2 2 2 1 2 2 3 1 1 1 3 2 1 3 1 1 1 3 2 1 2 1 3 3
差 0 0 -1 0 0 1 0 1 1 1 -1 1 3 0 0 2 0 1 0 1 3 2 0 1 0 0 0 0 0
差の平均　0.6
初心者　n=22
被験者 2 7 8 9 10 17 20 21 23 25 29 33 36 37 39 42 43 44 46 49 50 51
3 年次 2 2 2 1 2 4 3 2 3 2 3 2 2 1 2 2 4 4 4 3
2 年次 1 1 4 1 1 2 3 1 4 1 1 2 1 1 3 3 2 2 1 1
差 1 1 -2 0 1 2 0 1 -1 1 2 0 1 0 -1 -1 2 2 3 2
差の平均　0.7

























































成績上位 13 3 16
成績下位 12 4 16
















































































































松井三雄，1965，「J. L. Mursell の音楽教育論──基礎篇──」『横浜国立大学教育紀要』5：68-80.
Mursell, James Lockhart, 1934, Human Values in Music Education, New York：Silver, Burdett and 
Company.（=1967, 美田節子訳『音楽教育と人間形成』音楽之友社）































①保育士 ②幼稚園教諭 ③小学校教諭 ④特別支援学校教諭 ⑤その他 ⑥迷っている 
 
問２ 現在、あなたが一番就きたい職種は？ 
①保育士 ②幼稚園教諭 ③小学校教諭 ④特別支援学校教諭 ⑤その他 ⑥迷っている 
 




①必要である ②ある程度必要である ③必要ではない ④わからない 
 









































































問 10 あなたは、ピアノの練習をどの程度しましたか？ 
①大変よく練習した ②少し練習した ③したりしなかったりであった 
④あまり練習していない ⑤ほとんど練習しなかった ⑥その他 
問 11 問 10について、練習の頻度はおよそどのくらいでしたか？ 
①毎日 ②週に４～５日 ③週に２～３日 ④週に１日 
⑤授業時のみ ⑥ほとんどしなかった ⑦その他（ ） 
 
問 12 問 11について、一回の練習時間はおよそどのくらいでしたか？ 
①10分未満  ②10～20分未満  ③20～30分未満  ④30～45分未満 
⑤１時間程度 ⑥1時間以上    ⑦その他（ ） 
 
問 13 問 10～12について、ご自身の練習量に満足していますか？ 
①満足している ②やや満足している ③どちらでもない 
④やや不満である ⑤不満である 
 
問 14 問 13の結果、ピアノ実技の到達度については、どのように感じていますか？ 
①ずい分上達した ②少し上達した ③どちらでもない 
④あまり上達していない ⑤昨年より下手になった 
 
問 15 ピアノについて、３年生になる前より熱心に練習するようになったと思いますか？ 







≪問 15 で「①はい」とお答えの方にお聞きします≫ 



















≪問 15 で「②いいえ」とお答えの方にお聞きします≫ 
問 17 熱心に練習しなかった理由として近いものを５つ以内で選んで下さい 
①実は保育者・教育者を目指していない ②進路が定まっていない、あるいは迷いがある
③ピアノ 音楽 が苦手、あるいは嫌い ④ピアノの練習が嫌い
⑤楽譜を読むことに困難を感じる ⑥指使いがわからない

















問 19 ご自身のピアノが上達したと感じるのはどのような時か、近いものを４つ以内で選んで下さい 
①右手と左手が同時に動いた時 ②右手と左手で違う動きができた時 

















問 21 あなたは、今より努力をして「ピアノが上手」になりたいですか？ 




Piano Instruction for Childcare Workers and Preschool Teachers: 
Survey and Analysis of Altered Consciousness 
IMAI Yoshie 
Abstract: A paper questionnaire survey was carried out over two years concerning piano instruction to gather 
information about students who aim to become childcare workers and preschool teachers. The survey’s subjects 
were students taking a class on the individual lesson style for piano in the third year of their university course. 
In comparison to the second year, students were beginning to work on the piano lesson assertively. The author 
attempted to analyse the variable that led to this change in consciousness. The results showed the following: 
(1) The trends of the students receiving high and low grades for the comprehensive music lessons they took in 
the second year remained the same for the piano lessons they took in the third year. 
(2) The individual lesson style for piano classes contributed to an increase in the amount of time that students 
practised.
(3)	 No	significant	relationship	was	observed	between	voluntary	motivation	and	grades	with	regard	to	piano	
instruction. 
